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修学旅行に向けて２

修学旅行スローガン せんとくんです

Make a good memory ～感謝の心で歩む道～

修学旅行でたくさんのことを学び、「誰もが最高の笑顔になれる旅であってほしい」という

願いをこめて、このスローガンを設定しました。

また、修学旅行ではたくさんの人たちの協力が必要なので、「感謝の心を大切に取り組む」

ことを心がけていこうと決めました。 by修学旅行実行委員会

今日は終日中間考査でした。この通信を読む頃は、試験が終わってほっとした開放感に満ち

あふれていることでしょう。ひとまず、お疲れ様でした。

昨日から急に寒くなり、朝はかなり冷え込んだことと思います。これから本格的に寒さが増

してきます。今一層の「うがい・手洗い」を心がけ、インフルエンザに罹患しないように注意

しましょう。

さて、修学旅行まで、後１ヶ月弱となりました。先週から、係会を行って自分の係の仕事を

確認したり、京都の班別活動計画を立てたり、奈良公園の鹿の様子を見たりと、様々な準備を

進めています。

実行委員会も、毎日放課後に集まって、スローガンのような修学旅行になるように、いろい

ろな取り組みを考えました。

今回、来週の５日間にわたって、各係から次のような取り組みを行うことになりました。

・班長係 「３分前点検」

→時間を守る習慣をつけるために、係が３／２／１分前行動を呼びかける。

・学習係 「忘れ物点検」

→持ち物の忘れ物をなくすために、学習道具の忘れ物の点検を行う。

・生活文化係「あいさつ点検」

→訪問先で挨拶ができるように授業前後の挨拶ができているかを点検する。

・環境係 「Let's make a beautifle classroom」
→身の回りを整える習慣をつけるために、黒板と棚の整理整頓を点検する。

・健康係 「ハンカチ点検」

→健康に過ごす習慣をつけるために、ハンカチを持ってくる点検をする。

修学旅行は、個人で楽しむ旅行とは違い、集団で決められた行程を過ごします。

誰もが安心して楽しむ旅行にするには、集団としてのルールやマナーが必要です。

それは、持ち物や服装といった形あるものばかりではありません。

時間を守る・リーダーの指示を聞く・自分勝手な行動をしない。・仲間の様子を気遣うなど、

形に見えないルールやマナーもあります。

さて、４月頃の学年通信で「ビスケットを分け合う」話をしたことを覚えていますか。

「集団」は、１つのビスケットを「分け合う」。

そこには、真のリーダーがいて、仲間に均等にビスケットを分け合う。

仲間のひとりに、具合が悪い者や弱い者がいれば、少し多めにビスケットを与える。

「群れ」は、１つのビスケットを「奪い合う」。

そこには、偽のリーダーがいて、ビスケットを独り占めして我が儘を振るう。。

仲間が困っていてもいっさい助けず、自分だけビスケットを食べてしまう。

今回、実行委員が中心となって取り組みを行いますが、「１枚のビスケット」を与える立場の

実行委員が最も期待していることは、彼らを支えるフォロワーである仲間、皆さんの力です。

リーダーだけが「●●してください！」「●●までに○○を持ってきてください！」と必死

に呼びかけても、それに応える立場の皆さんが反応しないと、リーダーは頑張ろうとする気持

ちが沈みます。

リーダーは、仲間の温かい支えがあるから安心してビスケットを均等に分けることができ、

弱い立場の仲間にも配慮することができます。

今、あなたの学級では、授業開始３分前頃に学級委員が「席についてください」と呼びかけ

ているでしょう。その時の、学級の様子はどうですか。

ある学級は、学級委員の一言で、全員が着席し、教科書も準備しています。

さらに、すごいのは、学級委員が前に立ったけで、空気を読み取り、自然と着席するところ

もあります。

➖反面、「席について 」と2度も３度も呼びかけても、全体が騒がしく、なかなか静かにな

らない場面も見られるようです。 この差って一体何でしょう。

今回の取り組みで、どの人も与えられた係の仕事を意識して、全体がさらに一歩進歩した

「集団」として成長した姿で、修学旅行を迎えてほしいと思います。

保護者の皆様

昨日からの寒波到来で、急に寒さが増してきましたが、いかがお過ごしでし

ょうか。

９日の修学旅行説明会では、ご多用にもかかわらず多くの保護者の皆様に出

席いただき誠にありがとうございました。また、修学旅行に際し、参加同意書・アレルギー

調査・保険証の提出にご協力いただきありがとうございました。

修学旅行まで１ヶ月を切りました。今後は、奈良班別研修計画や３日間の行程の確認や、

しおり作成など準備を進めて参ります。

携行品につきましては、ご家庭にある物で結構です。何か気になることがあれば、遠慮な

くお尋ねくださいませ。




